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緒 言

圧力鍋に よる調理 は、短 い 加 熱 時 間でそ の目的を達す る ことがで きる。

私た ちは、大豆を圧力鍋で調理す る場合の研究 を行な うことを 目的 としてい

る。そ の前の段階 として、普通 の鍋で大豆 を煮た場合の・調味料 に よる吸水

状態 の変化、及び、 硬度変 化を測定 し・本実験への見透 しを立 てたい と考 え

た。

実験 方法

試 料 北 海 道 産 大豆

加 熱 容 器 マ ツ タカ印 、家 庭 用 圧 力鍋 を 圧 力を かけ ず に使 用 した(後 の試

験 との 関連 の為)。 調理 用 の液 は、 水 道水 ・ 食 塩 水1濃 度 危2%・0・5%・

2.0%、5.0%)及 び砂糖 水(濃 度0.2%、0.5%・2・0%・5・0%)の9

通 りを 用 いた 。

各 種 類 の液 に対 して、大 豆209を はか つた ものを ・ ガー ゼの 袋 に入 れ・

そ れ ぞ れ3個 つ つ用 意 した 。

大 豆 は 水 道 水で さ つ と洗 い、 ふ きん で水 気 を き り(浸 漬放 置 す るこ とな く)

煮 液 沸騰 後 、 直 ちに 試料 を入 れ て加熱 し、吸 水重 量 を30分 間 は5分..・

そ の後 は10分 間毎 に30分 間 測 定 した 。

別 に20gつ つ は か つた 大豆 を各 液 に 対 し7袋 つつ 用意 す る。 吸水 試 験 の

場 合 と同様 に加 熱 し、20分 後 か ら カー ドメー ター を用 い て・ 煮 豆 の 硬 度 を

10分 毎 に 、1袋 につ い て10粒 づ っ測定 す る。但 し、測 定 の際 ・大 豆 は 皮

を とり除 き、子 葉 の 半片 を置 い て測定 す る。 測 定 中豆 の温 度 低 下 に よ り・ 硬

化す る こ とを さけ るた めに、二 重 鍋 に熱 湯 を用意 し・水 気 を切 つた豆 は・ 上

鍋 に 入 れ て お く。
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実験結果及び考察

吸水による重量変化は、食塩 水 の場 合を図1、 砂糖液 の場合 を図2に 示す。

この結果か らいえるこ とは、煮液濃度の差に よ り吸水状態 が異 るので あるが、

食塩水 の場合 には、水道水 を用 いた よりも吸 水状態 が全般的に悪 く、食塩 の

濃度を濃 くすれ ばす るほ ど吸水 しに くい ことがわか る。一 方、 砂糖水 を煮液
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と した 場 合 に は、途 中 の過 程 で は吸 水 速 度 に差 が認 め られ る が 、1時 間後 の

状 態 は 、食 塩 水 ほ ど い ち じ る しい差 は認 め られ な い。 但 し、5%砂 糖 液 の 場

合 は、 や1),力 が低 下す る 。 しか し乍 ら、 食 塩 水 の 場 合ほ ど、 顕著 で は な

い。更 に砂糖 の濃 度 を高 めれ ば、 吸 水 力 の 低下 が 予 想 され るの で 、今 後追 加

試 験 をす るっ も りで あ る。

煮 液 と煮 豆 の硬 さ との関係 につ いて の試 験 結:果は 、 図3、4に 示 した通 り

で あ る。 これ に よ る と食 塩水 を 用 いた 場 合は 、 水 道 水 だけ で煮 た豆 よ りも、

や わ らか くな り、砂 糖 水 で煮 た豆 は 水 道水 で煮 た 豆 よ り もか た い 。

以 上 の試 験 か ら、 大豆 の吸 水量 と煮た豆 の硬 さ とが 、煮 液 の種 類 に よ り、

常 に同 一 関 係 に は な いこ とがわ か つた 。 しか し今 回 の実 験 で は 大豆 を事 前 に

長 時 間浸 漬 しな いで加 熱 してい る ので 、水 また は調 味 料 を 添 加 した煮 液 に浸

漬後 、加 熱 した 場 合 と、 同 じ結果 とな るか ど うか は わか らな い ので 、 次 回に

は ・今 回 の試 験 の追 試 と併 せ て この試 験 を してみ る予定 で あ る。 更 に従 来 、

調 理 で は糖 分 を先 に添 加 し、 後 に塩 分 を加 え た方 が よい といわ れ て い る が、

大 豆 の煮豆 を作 る場 合 、食塩 水 に浸 漬す るか 、 煮 汁 に当 初 か ら少量 の塩 分 を

加 え加熱 した後 に 、砂糖 を加 え るか に よ つて 大豆 の 吸水 量 、硬 度 、及 び 味 に

どの よ うな差 が 出 るか テ ス ト る。
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